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飯盛城跡 国史跡の指定に向けて

はじめに

大東市・四保畷市の市街地からいつも

目にすることのできる飯盛山は、昔から

市民に親しまれてきた存在であったと

思います。標高は 314mで、麓の ]R野

崎駅や四条畷駅からでも気軽に登るこ

とができ、休日ともなると、多くの人が

訪れています。

飯盛城はこの山に築かれた戦国時代

の山城です。織田信長より先んじて、京

都を抑え、畿内一円を支配した三好長慶

が永禄 3(1560)年に入城し、ここが政

1台の中心となりました。

飯盛城の構造

飯盛城の規模は東西約 400m、南北約

650mと考えられており、大阪府下最大

の山城です。飯盛城が築かれた飯盛山は、

南北に走る稜線は痩せ尾根で、西側は急

峻な尾根が幾筋も張り出し、東側は室池

を水源とする権現川に刻まれた深い谷

で遮られ、北端は交野台地に向かつて細

く突き出し急激に高度を下げています。

山頂からの眺望はすぐれ、大阪平野全体

はもちろんのこと、遠く京都方面まで一

.望することができます。西側山麓には、

大東市教育委員会黒田淳

図 1 飯盛山位置図
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河内平野を南北に縦貫する東高野街道が走り、北側は清滝街道、南側は中垣内

越え(古堤街道)の、河内と大和を結ぶ街道が走っています。このように、飯

盛城は自然の要害に恵まれ、交通の要衝に位置しているといえます。

城の遺構としては、大小 90余りの曲輪(平坦地)が広がり、竪掘り、堀切、

土塁、石垣が残っています。城域の南約 3分の 2が大東市で、城の南からの入

り口にあたる虎口、城中最大の規模を持つ曲輪である千畳敷曲輪、最高所の高

櫓曲輪、展望台のある曲輪と尾根上に曲輪が北に続き、四保畷市域に入ると三



本松曲輪、御体塚曲輪、北の丸曲輪へと続いています。そしてそれぞれの曲輪

から東西に派生する尾根上にも小曲輪が連続して配置されています。石垣は現

在確認されているものでは、東側斜面に多く残っています。

飯盛城の評価

飯盛城は、三好長慶の居城であったことで、関連する歴史的な出来事が文献

に記録されています。

飯盛城において、長慶が連歌の会を催したこと、当時キリスト教布教のため

日本に来ていた宣教師らが頻繁に訪れていたこと、その中の一人ルイス・フロ

イスが記した記録には、飯盛城において長慶の家臣が洗礼を受けたことなどの

記録が残っています。

また、城郭の規模、構造の面では、城郭に石垣が本格的に採り入れられる前

段階に石垣を多く用いた山城として評価されています。

国史跡指定に向けて

このように、飯盛城は我が国の歴史を理解するうえで、重要な遺跡として位

置づけられ、文化財保護法で定義される国の史跡にふさわしい価値をもつもの

として、大東市と四候畷市では飯盛城の国史跡指定を目指し、平成 27年度より

本格的な調査を開始しています。

平成 28年度は両市で航空レーザー測量を実施し、赤色立体地図を作成して、

飯盛城の地形の把握に努めました。大東市では千畳敷曲輸の発掘調査を実施し、

礎石が発見され、土師器皿や茶道具のひとつである風炉と呼ばれる破片が出土

しています。四僚畷市では御体塚曲輸の石垣の測量図化を行い、石垣の近くか

ら瓦や土器が見つかっています。

平成 29年度は、大東市では引き続き千畳敷曲輪の他、南丸において発掘調査

を実施しました。千畳敷曲輪では、曲輪を造成するため大規模な土木工事が行

われていたことがわかり、南丸では土壁が出土したことから、土壁を使用した

建物が建てられていたことがわかりました。また、東側のハイキング道沿いに

残る石垣の測量図化も実施しています。四保畷市では、御体塚曲輪で石垣の測

量図化と発掘調査を実施しています。発掘調査では、瓦・碍(レンガ)が出土

し、瓦葺の建物が建てられていた可能性が出てきました。

おわりに

文化財は特定の研究者のものではなく、広く国民の共有の財産と位置付けら

れています。

大東市と四保畷市では、この飯盛城を国の史跡にすることで保存・活用し、

未来へ残していきたいと考えています。

本日の報告会で、飯盛城の歴史的価値や重要性について、少しでも多くの方

に知っていただき、国史跡指定についてご理解をいただければ幸いです。
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発掘調査から飯盛城を探る

一『千畳敷曲輪~ w甫丸』、石垣の調査一

大東市教育委員会 李 聖子

1 .はじめに
じよういき くるわ どるい ほりきりたて1;(り

・平成 24年度~ 城域の範囲や曲輪・石垣・土塁・堀切・竪堀などの数・

形・規模と、それらの遺構の広がり具合を確認するために分布調査を実施、継続。
せんじようじき みなみまる

-平成 28・29年度 千畳敷と呼ばれるVIII郭と南丸と呼ばれる医郭(以下、千

畳敷曲輪・南丸と表記)で発掘調査。平成 28年度に航空レーザー測量、赤色立体

こしぐるわ

地図を作成。平成 29年度に本郭E東側の腰曲輸の石垣を測量調査。

-平成 30年度(今年度) 3年に及ぶ調査計画の最終年度。千畳敷曲輪と虎口の

発掘調査、虎口に築かれた石垣の測量調査を予定。

2. 干畳敷曲備と南丸の発掘調査

・飯盛城跡の構造 南北尾根に一直線上に配した主要な曲輪群は北側と南側に

分けられる(中井均「飯盛城JW近畿の城郭』 中井均監修城郭談話会編 2015)。

-北側曲輪群

-南側曲輪群

たかやぐらかく ごたいづかまる

城の主郭に相当する高櫓郭 I、本郭n.m郭・ IV郭・御体塚丸

V郭・三本松丸VI郭 .VII郭から構成される。防御空間。

千畳敷曲輪、南丸から構成される。千畳敷曲輸は名称のとおり、

南方に向かつて大きく逆 fy字」状に広がる曲輪で、南側に南

丸が隣接。居住空間として使われていた。

発掘調査は南側曲輪群の千畳敷曲輪下段の曲輪と南丸で、行った(図 1・2• 3)。

(1)遺構からわかること

・曲輪の造成工事について

・千畳敷曲輸の下段 北辺約 17m、南辺約 50m、南北聞の長さ約 40mの台形(約 1340

rrf) 0 飯盛城跡では最大級の曲輪。広大な曲輪を造成するために、切土と盛士によ

る大土木工事が行われた。尾根西側を岩盤まで自IJり、削り取った土を北東側斜面に

運び、盛土をして平坦面を広げている。盛土の厚さは深い所で約 2mを測る。斜面

にO.1m""0. 2m幅で平らに薄く 10数回敷き均している(図 4・5)。
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図 1 平成 28年度・平成 29年度トレンチ配置図
(黒;平成28年度調査トレンチ 赤:平成29年度調査トレンチ図面にはトレンチ番号・数字を表記)

北から
17-7トレンチ、左第17-5トレンチ)
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図4 曲輸の造成模式図

図6 千畳敷曲輪第 16-13トレンチ北から

図7 古写真(千畳敷曲輪)南から大阪府教育委員会提供

図5 干畳敷曲輪第 17-2トレンチ東壁
曲輸を造成するための盛土

図8 干畳敷曲輪南から
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図 10 本郭E 東側石垣
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-南丸(第 17-6トレンチ) 曲輪の東側、南北方向に設けられた土塁(高さ 2.2

m・基底部幅 5m以上)は岩盤を削り出してっくり、削った土で西側斜面に盛土して

平坦面を広げている。

・建物について・
そ せき

-千畳敷曲輸の下段の西南端(第 16-13トレンチ) 礎石を 2基検出。礎石の間

隔は 3.0m'を測る。どのような構造の建物になるかは検討中(図 6)。

-南丸(第 17-7 トレンチ) 焼土層の下から礎石を 1基検出。焼けて固まった

壁土が出土。土壁の礎石建物が建っていたと考えられる。

(2)遺物からわかること

・居住空間について
がしつこねばち がしっす りばち がしっひばち がしっふろ せ とみのやきてつゅうわん

-土器には瓦質担ね鉢、瓦質播鉢、瓦質火鉢、瓦質風炉、瀬戸美濃焼鉄粕碗、中国
せいじわん せ いかわん はじ

製青磁碗、中国製青花碗、土師器小皿などが出土。土器の種類・用途からすると、

調理具、食膳具、燈明具など日用品や、鉄紬椀、瓦質風炉など茶の湯の道具もみら

せんか げんぼうつうほう こづか とりベ

れる。他には犬形土製品・銭貨(元豊通宝)、小柄、砥石、硯、取瓶、壁土などバ

ラエティーに富んだ遺物も出土。曲輪に居住空間が存在していたこと示している。

きさわながまさ

・土器は 16世紀代のものが大半。享禄年間 (1528-----1532)に城を築いた木沢長政、
やすみむねふさ えいろく

その後に城将となった安見宗房、永禄 3年 (1560)に居城として入城し、永禄 7年
みよしながよし

(1564)に城内で没した三好長慶、そして廃城に至る歴史が追える(飯盛城関連年表)。

3.まとめ

・千畳敷曲輪 大規模に土を切り盛りして造成した広大な曲輸に、建物や庭園など

はみつからなかった。当時の地表面(生活面)が、昭和初期の遊園地開発工事によ

って痕跡を残さないほど削平され、遺構・遺物が失われた結果と考えられる(図 7)0

・南丸 千畳敷曲輪と対照的に、土塁をはじめとして、礎石などの遺構の残り具合

が良好で、遺物を含む土層や焼土層も見つかった。

千畳敷曲輪の当時の姿をよみがえらせることは容易でない。しかし、隣接した南

丸の遺構・遺物のあり方からすると 広大な曲輪に屋敷が設けられていたことは十

分考えられる。多種多様な遺物から、軍事的空間でなく、居住空間として品々があ

ふれ、庭園を眺めながら茶の湯や連歌会を楽しむ暮らしぶりがイメージできる。

6 



ごたいづか

飯盛城『御体塚』を掘る
-w御体塚曲輪』、石垣の調査一

1 .はじめに

四国にわたる 11ヵ国を支配した戦国大名です。近

年、織田信長に先駆けた医冒と評価されていま

す 。 匿画にld恥(1560)年に高槻の別「

山城から移りました。永禄 7 (1564)年に長慶は

城内で没しますが、飯盛城は、永禄 11 (1568)年

に織田信長が京都に入るまでの問、 |畿内政治の中|

圃となりました。

会

彦

員

良

委育
制
盛

教
印
賓

市畷保四

図1 三好長慶
(大徳寺紫光院蔵)

平成 28年度と 29年度に、四保畷市教育委員会・

大東市教育委員会では飯盛城跡の本格的お調査に入り、大東市側の調査につい

てはこれまでに話があったとおりです。ここでは、四保畷市側の調査について

概要を述べたいと思います。

2. 御体塚曲輸の石垣調査

飯盛城内のやや北寄り、飯盛山頂上の曲輪群の中で全域が四候畷市域となる

最初の曲輪が、

に露岩が盛り上がるように存在します。この曲輸は、三好長慶が永禄 7 (1564) 

年に没した際、その死を秘すため仮埋葬された場所と伝えられていました。

せんじ上うじきくるわ

四保畷市域では大東市域の千畳敷曲輸のように面積のある曲輪がないため、

当初は石垣の構造を明らかにすることを主な目的に、平成 28年度に御体塚曲輪
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図2

周辺‘の|石垣の調査|に入り、平成 29年度にも残りの石垣の調査を行ないました。

曲輪東側に派生する尾根を取り巻くように存在する石垣の清掃・測量を行い、

ごく細いトレンチを設定して石垣の基礎の状況を調査した結果、次のようなこ

とがわかりました。

①とれまで目視で確認していた石垣を積み上げる角度が、測量図面を作成す

ることにより匿詞に立ち上がっていることを確認した。

②石垣前面の平地は、地形を水平に削平しているのではなく、石垣に向けて

若干の傾斜をもった地形のままであった。

③石垣最下段の石には、大半は現在見えているものが最下段で、あったが、も

う一段もしくは数段埋まっている石垣も確認した。

④御体塚曲輸の東側に派生する尾根上の曲輸にある石垣(石垣 23"-'26) は、

セットパックをしながら|3段以上の石垣|が曲輪の|前面を取り巻いて|いた。

⑤石垣 18のトレンチから瓦片が出土していることから、その上部の恒画

|曲輸に建物|があった可能性が考えられる。
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図3 石垣 14・16測量図

図4 石垣 23・24 図5 石垣 14・15

3. 御体塚曲輸の発掘調査

石垣の調査により、御体塚曲輸の上に建物が存在した可能性が出てきたこと

から、平成 29年度には石垣の調査に加え御体塚曲輸の発掘調査を行ないました0

・御体塚曲輪第 1トレンチ長さ 3mのL字形

-礎石の可能性がある石が整地層の上に設置されているのを確認した0

・御体塚曲輪第2トレンチ 3X3m 
せん

・多くの土器とともに、銅銭、中国製の高級磁器、建物に使われた瓦、埠
かベっち

(レンガ)、壁土、鉄釘などがみつかった。
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図6 御体塚曲輪第2トレンチ 図7 みつかった土器

図8 銅銭(皇宋通宝) 図9 ][片

-瓦や埠から御体塚曲輸には阿らかの建物|があった可能性が高くなった0

・鉄釘は建物に使われた可能性左、調度品に使われた可能性がある。
とうみ Eうさら

・この時代に類例のない|台付きの灯明皿lがあり、特殊な用途が想定される。

建物の規模や性格については、今後の調査研究で明らかにしてして予定です。

4. まとめ

このように、御体塚曲輪を中心に据えて調査を継続した結果、次のようなこ

とがわかってきました。

・御体塚曲輪の上には、阿らかの建物|があった可能性が高い。

・御体塚曲輪の付近は、東側尾根を中心とした一連の曲輪群に|幾重にも石垣|

が取り巻く壮大な曲輪群であったと考えられる。

今年度も御体塚曲輸の調査を継続し、御体塚曲輸の性格を明らかにできれば

と考えています。
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飯盛城と私部城一山城から平城へー

交野市教育委員会 吉田知史

1 はじめに

河内国は織田の城に先行して元亀元年(1570)前後に山城から平城への移行が起きた先進的な

地域と指摘される(中西 2017)。北何内の飯盛城と私部城はこの変化を考察するために重要な城。

2 私部城(交野城)の概要と飯盛城との関係

(1)私部城の概要と関連勢力

城名:私部城、交野城(戦国期の呼び方として一般的)、後家が城、白壁城など

城主:安見右近ー新七郎→飯盛城主の安見宗房と同じ一族とみられる。

( 2)歴史上の飯盛城と私部城の関係

.1542年、対飯盛城の陣地として私部に鷹山弘頼が入る→飯盛と私部は軍事的に近接した関係0

・飯盛城は何内閣の最後の拠点的山城…1570年、三好長慶の跡をついでいた三好義継が飯盛城

.から中河内の平城である若江城へ拠点を移す(小谷 2017ほか)。また守護畠山氏は高屋城に入る。

これ以後、何内国で山城が拠点的城郭になる ことはない。

-;f:l.部臓は飯盛城以後の北(IiJ内の拠点的平城…飯盛城から平城へ何内の拠点城郭が移行するなか

で、北河内で拠点的な平城としてあらわれ重要になったのが安見氏の私部城(交野城)。

→私部城は、飯盛城が拠点的城郭としての役割を終える背景を考えるときに重要。

3 飯盛城から私部城へ

(1)飯盛城と私部城の比較(表1)

共通点…瓦の利用。畿内地域では、安土城に先立ち城郭に瓦が利用される(中井 2015ほか)0 飯

盛城は畿内地域でも最初期に城郭に瓦を利用した事例となる可能性があり注目される。

相違点…私部城は平地の中でも主要街道近くに立地し、先行する私部の町場に近接した位置に築

かれる。交通の便がよいが飯盛に比べ小規模な域。同時期の平城は小規模と指摘されており(中

西 2015)、私部城に限る現象ではない。石垣についても私部だけでなく、同時期の平城(若江

城、高屋城など)にも引き継がれない。

( 2 )平城への変化の背景

1570年頃の平地城郭が小規模である点については、多聞城について作事面(横堀)などから

単なる縮小化ではなく「欄密・集約化Jとの評価がある(福島 2017)。私部城が小規模である点

は、安見氏の格を示すものとも評価できる一方で、歴史上落城していない堅城であり単なる縮小

化とは評価できない。次のような可能性が考えられる。

・私部の町場に近接して築城することにより、私部全体を取り込み軍事的に利用した可能性0

.鉄砲利用により小規模な城で、も防衛可能だった可能性。

→永禄年間には、鉄砲の軍事利用が一般的になりつつある。安見氏には、鉄砲・砲術に関連する

状況証拠が多い…①北何内の鋳物師をおさえる安見新七郎(馬部 2009)。②佐久間定栄(信盛
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の息子、安見右近と義理の兄弟)が、文禄・慶長の役の時に私部で大鉄砲をつくる(小谷 2017)。

③江戸時代の安見流砲術の祖「安見右近(一之)Jの存在から安見氏が砲術に縁のある一族で

ある可能性(弓倉 2017)。慶長4年 (1599) とされる砲術秘伝書が残り、ー河内国交野郡の安見

氏出身と自称する。④後世の軍記『室町殿日記』で櫓・鉄砲と堀で守る城の姿(馬部 2015)。

→畿内地域においていち早く瓦利用が進む背景として、象徴的側面のみでなく、鉄砲戦に備えた

ものである可能性もある。また、多量の資材を必要とする鉄砲運用のため、町場として栄えた

私部を選地し築城した可能性も考えられる。

4 まとめ

飯盛城は防御性・象徴性の面で優れた山城であるが、拠点的城郭としての役割を 1570年頃に

終える。その役割を北河内では私部城が引き継ぐことになる。北河内における飯盛城から私部城

への拠点的城郭の移行は、山城を中心とした戦国期から、平地城郭を中心とする近世への移行を

先取るものである。

瓦利用などの面では共通項を持ちながら、私部城では既存の町場を利用しコンパクトな城郭を

築く点などの変化が垣間見られた。私部城が小規模ながら堅城として機能した背景として、鉄砲

利用の可能性が考えられたD 今後、飯盛城の調査が進む中で、私部城との比較検討も重要になる。
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表 1 飯盛城と私部城の比較

飯盛城 私部城

町場との関係 山下に町場。 先行する私部の町場に隣接して築城される。

街 道 山下に東高野街道・ 1青滝街道 私部街道・山根街道に近接し、東高野街道に接続する。

規 模 南北約 650mX東西約 400m 南北約 250mX東西約 300m

構 造 連郭式山城 連郭式平城(求心性低い)

土木工 事 山頂を切り崩し、郭造成ロ 台地端部に猫を掘削し排土で郭を造成。飯盛に比べ小規模か。

礎石建物 。 ワ(根石の残る柱穴 (2013-2)、本郭で瓦と石が多数出土(1994-2)0 ) 

石積み・石垣 有り。 無し。

瓦利用 御体塚蜘輸で雁髭瓦・丸瓦・平瓦。 本郭他で軒平・軒丸・丸・平・鬼瓦・雁振瓦他(若江城と同箔・同型。)I 
1 
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織田慣皇軍

織田信長

・1568年に将軍足利義昭を擁立

し上格。

• 1575年に河内国平定c

• 1580年に石山合戦終結。

佐久間信盛

・織田重臣凶安見右近の男

・1572年、柴田勝家ら織田軍を

率い、fl、部城周辺の松永久秀

軍を包囲城戦により退け、 三

好義継の若江械を奪取。

-大坂本願寺攻めの指揮J

佐久間定栄(正勝)

.佐久間i言盛の息子。

-豊臣政権下で織田信雄らに仕

え、私部に一定の影響力コ

-私部と軍船の大鉄砲を製造。

文禄・慶長の役の時、名護屋

城へi蚊収される，

.1570年に挙兵、織田軍に対抗2

・1580年に織田軍と和睦

交野・私部の在来寺院

光通寺 I I 無量光寺

-臨済宗。室町

時代に祈願寺。

.朝廷に茶を献

上C'

-安見に寺域を

破壊されるD

-浄土真宗e 室

町時代よ り私

部に所在。

-安見右近lニ迫

害され、官、部か

ら逃亡ロ

安見右近一之

・安見流砲術開祖3 河内国交野郡の安

見氏を名乗る。1599年に堅閏兵部少

輔へ伝授。

河内圏在来勢力
織田努力下へ (1568ごろ-)→

反織回努力へ (1571ごろ-)

三好義継
・三好長慶の後継、

. 1570年、飯盛城から若江城

へ拠点を移動ロ

・上洛後の織回 と結ぶ

• 1572年、松永とともに織田

へ反旗.，

松永久秀
. 1565年頃から右近の上司

. 1568年、織図上洛以前に北

河内付近の交通をおさえる 3

・1571年、右近を奈良で殺害

後、私部械を攻めるc

→反織田の最初の軍事行動

• 1572年、再び布、部城を攻め

るが織田軍に敗北J

松永が右近を殺害 し官、部城

を攻めるが落とせず.

私都城(支野城)・安見家中

安見右近

安見宗房

・三好長慶以

前の飯盛城

王コ

. 1564年に

三好長慶と

の戦いに敗

れ螺へ逃

亡3

・1570年に

幕府奉公衆

をつ止め

る3

・畠山家家臣因。三好長慶のもと交野郡星田に拠点Cl559

年から1565年頃)

.1565年L頁に松永久秀軍に加わるη 松永による将軍擁立

の戦い(r天下再興の戦J)で活躍コ

.15~- 1 570 年頃に/IUJJの;f1.訓\J.h~主になる内

・上洛後の織田軍重臣、佐久間信盛の娘と婚姻(1570

年頃)ー河内でいちばやく識田権力と結びっく。

. 1570年、 三好義継が飯盛城カ・ら若7工i戒へうつった後、

北河内の拠点と なった私部城を守るわ

. 1571年、松永久秀に呼び出され、奈良で殺害される司

安見右近の後室

・佐久間(言盛の娘。

. 1570年頃に右近ど餅姻、

-右近死後、息子を守り安見家中をま とめる。

-後世の軍記物語や地元の記録では、官、部城は「後家が

城Iと記されるc

安見新七郎

・安見右近の右腕的存在c 右近死後、 城代lこ2

. 1580年、信長の京都馬揃lこ参加コ北河内の取;欠。

.北河内の鋳物師集団をおさえる。

図 1 私部城跡(交野城跡)をめぐる人々とできごと
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表 2 安見氏と私部城関連年表

年代 安見宗房と周辺 安見右近・新七郎と周辺

天(文154121年) 7畠月山、在白氏山に総対長すがる交讐野国のを鷹命山じ弘る樹(と悶大悶和鎌の}筒氏井所順縦B13文に書、)飯盛城の

天文13年 鷹山弘頼が河郡内臓勢をを率い大和国で活動(多聞院日記) 0 遊佐長
(1544) 教が山城上= 鷹山弘頼・ 宗房に預ける(興福院文書)。

9月、細川氏綱の乱がおき、安見宗房は鷹山弘頼らとともに氏綱
天文15年 方につき出陣する(天文日記)。
(1546) 

牧12月・交、細野川一撲氏綱の軍が西事動岡員一撲を依を頼攻墜すするる(興た福め院、鷹文書山)弘頼・宗房に

天(文152501)年 5月、河(良内尊国一守筆護経代であった遊佐長教が暗殺される(興福寺大般
若経 )奥書)

天文21年
2月に角屋城将の萱振賢継を飯~城に戦て謀う殺(する(言継嫡l記) 0 

6月に1可内勢の大将として畠山在氏と 興福寺大般若経(良
(1552) 

尊一筆経上)洛奥し書)長。慶と
11月に ともに将軍足利義藤を追う(言継卿
7月に尽都で細川晴元らと戦う(百継卿記)。丹下盛知と宗房が

天文22年
畠山車を率い三好長慶軍に加勢し、将軍足利義輝を近江に追い

(1553) やる(言継痢l記) 0 

贋同8山月弘に額安よ見並宗立房Lが摂高津屋芥城川で城自を刃受にけ追取しる (言継(興卿福記院) 。
、込む 文書)

天文23年 宗房の子が野尻満五郎として野尻氏を継いでいる(日継卿
(1554) 記)。

弘治2年 7月7目安見{宗良房尊一が筆河経内j勢の董大i将となり大和へ侵攻する (興福寺
(1556) 大般若経

永(徐15元58)年 宗筒房井藤と勝畠山(高政が不和になり、る商(政享禄は紀天伊文に記没落)。する。宗房は
を養子とす 之

永禄2年 6月、政三三と好好同長長盟慶慶すととる河の内十七箇所で戦う (細川両家記) ロ また、 晶
12月に安見右近が、検断のため家来を枚方寺内に入部

(1559) 山高 (畠山、iこ高敗政れ相飯l物盛)城。へ させる(私心記入
7月 戦し 逃げる(言継卿記)

永(禄153年 紀10月伊へ、飯逃盛れ城るを(細三川好長両慶家へ記)明け渡し、 畠山高政とともに堺から 正月に安見与助と神尾が枚方寺内の実従と対面する(私
60) 心記入

永(禄154年
61) 

枚右方近寺と公内事の宗卜渉・松を雲・与左衛門が交野の星回で安見
の交 する(私心記)

永禄5年 5月、教興寺の戦いにて畠山軍がニ好勢に敗北する。宗房は大坂
(1562) へ逃げる(細川両家記、大館記)

永禄8年
宗房が遊佐氏を称しており、遊佐氏の家格を手に入れたとみら 右近が畠山氏配下として大和で合戦に参加(多師完日

(1565) 
れる(金剛寺文書)。 記入この頃、遊佐信教から松永久秀へ右近が預けられ

たとみられる(遊佐信教書状)。

永(禄15696年〉
ニ好二人衆との戦いに大敗する(永禄九年記)。

永禄10年 奈良市中の合戦で右近が負傷する(多聞院日記)。
(1567) 

永禄11年 11月に松永久秀が津田城を奪還。松永配下の安見右近
(1568) が私部城を築いた可能性あり。

永禄12年 石安清見水右近が領知する星回より目御供米が未納のため、
(1569) 八幡宮が幕府に訴えをおこす(石清水文書)。

元亀元年
安見(遊佐)宗房が足利義昭のもと幕府奉公衆として尽都で活 ニk見の!:r.娘右三人近と衆婚」期がに対抗した織悶方の勢己)力と して、 「片野の

(1570) 動(言継卿記)。 安 記される(信長公記。この頃、佐久間信
革連 か

元亀2年 !安見ま右れ近る。が(雷訟直継永後鏑久に1記タ松容、に多附城に呼び出攻めされら切れ腹るに迫い
(1571) 

込 永久秀・久通に が持ち
こたえる 多珂院E!E2.a

元亀 3年
4月に訟永久秀による私部城攻め。織田方の佐久間信

(1572) 盛・柴田勝家の援軍により松永軍を撃退する(信長公記
など)

天正3年 ※織間信長の何内平定→私部域廃披の可能性あり。
(1575) 

天正4年 新七郎の領地であ八幡る星室回から日御供米がおさめられな
(1576) いため石清水 が訴えをおこす(石清水文書)。

天正5年 記津)田宗及らの茶会で安見宗房の遺品が鑑賞される(天王寺屋会
(1577) 

天(E156年
78) 

10日所月J、伝長が堺から爪都への帰り道に|交野安見新七
自 で休息、をとる(信長公記)

天正7年 安見新七郎が枚方の鋳物師に賭役を賦課する(真継文
(1579) 書)

天正8年 右近の後室が家中を鎮めるため吉田(j兼兼和見卿に祈記祷)。を依
(1580) 頼。また、 10歳になる息子がいる

天正9年 信れ長るの(立京入都文府書揃)え1'::取次者であるま旨見新七郎が召集さ
(1581) 

天正10年 初家米期臣をtはの市蜂橋臣蔵入I也とされる り(1、封米防録). 星田が日御捜供箆
(1582) 長利(石の領地とな 石清水八幡宮に

おさめる m水文書) 0 
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図2 私部城跡と周辺の遺跡

f J 川…崎細川町医 -- 'i'll.J以などの高まり、ν.- 刷'1削尼町日|川山1状正の地l形移 ---
{(1:刈4似)0)

ι つ皿 呪即航附…下作何叫王問川の川ぷ附池 合 liOJI山

10()司 包

J 'と手4

図3 私部城発掘調査合成図
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1 -7 私都城跡本郭 (1994-2次調査土坑 1)出土

164・165 私都城跡ニ郭 (1982年調査)出土

231・237 私部減跡三郭・四割聞の堀 (2013-7次調査)出土

2017-1 私都城跡三郭 (2017-1次調査)出土

165 ※1の三葉唐草文軒平瓦は、若江城跡・太坂城下層で同箔瓦出土

S臨
2・2017-1の三葉唐草文軒平瓦は、若江減跡で同箔または同型瓦出土

3の唐草文軒平瓦は.交野市岩倉開元寺跡で同型瓦が出土

図4 私部城跡発掘調査出土品
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1 5 3 0 (叩)頃l山元被官木沢長政飯盛城を加する

153 1・32(享禄4・5) 畠山義宜、木沢長政の飯盛城を攻撃。

1 5 3 6 (天文 5) 目木沢長政、飯盛城から信貴山城(奈良県平群町)にうつる。

1 537 同)1)I木沢長時山在町内幸時立飯盛城は欄kなる

1 5 4 2 (天文 11) 木沢長政、遊佐・一好・本願寺と戦い、太平寺(柏原市)で敗死。

ついで両軍が飯盛山麓で衝突。

1 543 (天文12)|一四一山

1 5 5 1 (天文 20) 安見宗房、河内守護代となり飯盛城に入城。

1 5 5 9 (永禄 2) l安見宗房高屋城崎町が長問叫れ飯醐に退却

1 5 6 0 (永禄 3) 二好長慶、高屋城(羽曳野市)の畠山高政を破り、安見宗房

を追放して河内を占領。芥川山城(高槻市)から飯盛城に入る。

1 5"6 1 (永禄4) 二好長慶、飯盛城で連歌会(飯盛千句)を催す。

1 5 6 2 (永禄 5) 二好長慶、飯盛城で安見宗房や根来寺衆を迎え撃つ。

1 564 (永禄 7) 宣教師ヴィレラやロレンゾ、飯盛城で一好長慶の家臣 73名

を洗礼。

二好長慶、飯盛城で弟の安宅冬康を殺害。

一好長慶、飯盛城で死去。養子の義継が家督を継ぐ。

1 5 6 5 (永禄8) l宣捌山 7山飯盛城を来訪。

ニ好義継、飯盛城から高屋城にうつる。

1 5 6 7 (永禄 10) 飯盛城、一好義継に対抗する一好二人衆の手にわたる。

1 5 6 8 (永禄 11) 三好義継、将軍足利義昭から飯盛城を安堵される。

1 5 6 9 (永禄 12') 二好義継、飯盛城から若江城(東大阪市)にうつる。
， 

1574"(天正 2) 飯盛城下で、明智光秀・佐久間信盛らの軍勢とニ好の残党が

衝突。

1 5 7 5 (天正 3) 織田信長、河内圏内の城郭を破却。飯盛城廃城。
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-用語解説

【城郭の施設]
〈るわ

曲輪:城郭における基本的な居場所。多くの場合内部を平坦化して、周囲に対しては防御

施設によって守る。

彰品鳩町Et通語 この 2つの言葉は厳密な意味で、の使い分けはないが、基本的に曲輸斜面

にこれを囲うように長く設けられたものを帯曲輪、短くポイントに設置されたものを腰曲

輸という o

るいせん

塁線・土塁・切岸によって城域を遮断するラインのこと。
せきるい

石塁.一般的には石垣のこと、但し内外面を石垣で構築した仕切り土手のことを呼んでいる。

【防御のための施設】
きりぎL

切岸:曲輸斜面を防御するために人工的に加工を胞した斜面を言う D

どるい

土塁:曲輸の縁辺部に土盛をして防御壁とした施設のこと o

11りきり

掘切 :尾根筋を分断する堀を言う。 山の弱点となる尾根伝いに侵入する敵を防ぐために設け

たもの。
たてぽり

竪堀:正城・山城などの斜面に設けられた空堀で、等高線に対して直角に掘られた堀。
よ三l王り

横堀:[11城で曲輸の側面(斜面側)にも巡る堀のこと。発達したものでは城全体を囲み、城

域を区画するものもある。
こぐち

鹿口:城の出入口とこれを守るための施設のこと。城では出入口を攻められることが弱点と な

るので、虎口と称して厳重に守った。虎口は単に山入口の門のみをいうのではなく、山入り口

の周囲の施設も含めて呼ぶことがある。
〈 ちが ζ ぐち

喰い遣い虎口:守るための様々な工夫のうち、出入りする口を左右互い違いに

したもの。これによって城門の前で出っ張った側からの側射が可能になる。
ますがたこぐち

相形虎口.城の虎口の一種。城の出入口を二重の門と

聞に空間をもつことで守る虎口。 2つの門の聞の空間

が四角い形をしていたことから祈形と呼んだ。
よこや

横矢:城内に侵入する敵に対して、側面から攻撃すること

を可能にした守るための施設。図のように、虎口側面の曲

輪を張り出せば、虎口に向かう敵を側面から攻撃できます。
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【石垣】
あのうづ

穴太積み:城郭石垣に用いられた石垣技法、もしくはその技術のこと。
のづらづ

野面積み:自然石のみで積まれた石垣。

打ち込みハギ(接):粗割した石材を積んだ石垣。
さんぎづ ぐうかくぷ

算木積み:城郭石垣の隅角部の技法。長方形の石材の長辺を交互に積み上げるも

ので、隅角部の強度を維持することに有効で、あった。

づ どんかく

シノギ積み:石垣の隅角部が直角ではなく鈍角になる積み方。との積み方では算木積み

が乱れることが多い
かがみいし

鏡石:石垣を見せるために、意図的に積んだ大きな石材。

のり

法(法勾配):石垣の角度のこと o

ゃあな

矢穴:石材を矢で割る際に人工的に掘られた穴の痕跡。割石では穴の片方のみが残る。

カイ石

法(ノリ)

/ 

ソリをもっ石垣

石垣隅角部

まづめ

間詰石

特別展『兵庫山城探訪』展示図録 2018 兵庫県立考古博物館提供、一部加筆・転載
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国指定史跡近畿地方の城郭

甲賀郡中惣遺跡群として一括指定

ヒ近江城館跡群として一括指定

福井県へも広がる

山名氏城跡として一括指定

松氏城跡として一括指定

特別展『兵庫山城探訪』展示図録 2018 兵庫県立考古博物館提供、一部Jm筆・転載
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